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1 7
年
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月

号

 

「

レ

ン

ガ

物

語

」

 

  

空

知

集

治

監

で

唯

一

残

さ

れ

た

典

獄

（

現

刑

務

所

所

長

）

官

舎

の

赤

レ

ン

ガ

煙

突

。 
 

こ

こ

か

ら

南

方

の

幾

春

別

川

に

向

か

っ

て

、

最

盛

期

に

は

５

百

人

を

超

え

た

看

守

の

５

〜

1 0
軒

長

屋

が

並

ん

で

い

た

。 
 

こ

の

レ

ン

ガ

煙

突

は

集

治

監

で

造

ら

れ

た

レ

ン

ガ

で

建

て

ら

れ

た

と

言

わ

れ

て

い

る

が

、

集

治

監

で

は

明

治

1 8
年

か

ら

レ

ン

ガ

と

屋

根

瓦

な

ど

を

試

作

し

、

同

2 5
年

か

ら

本

格

的

に

製

造

し

て

、

日

赤

の

道

支

部

や

鉄

道

な

ど

の

需

要

に

も

応

じ

て

い

た

。 
 

そ

の

原

材

料

の

粘

土

を

、

大

八

車

の

前

と

後

に

二

人

ず

つ

囚

人

が

つ

い

て

幌

内

か

ら

運

ん

だ

と

い

う

記

述

も

あ

り

、

ど

の

辺

り

か

不

明

で

あ

る

が

、

粘

土

の

層

は

随

所

で

見

ら

れ

、

子

ど

も

の

こ

ろ

道

路

脇

の

青

粘

土

を

掘

り

出

し

、

い

ろ

ん

な

細

工

を

し

て

遊

ん

だ

こ

と

が

あ

る

。 
 

ま

た

、

炭

鉱

で

も

発

破

孔

か

ら

ダ

イ

ナ

マ

イ

ト

が

飛

び

出

さ

な

い

よ

う

に

、

粘

土

を

棒

状

に

こ

ね

た

ア

ン

コ

（

炭

鉱

用

語

）

を

使

っ

て

い

た

。 
 

本

郷

町

の

旧

三

楽

荘

跡

の

東

側

に

小

山

が

あ

っ

て

通

称

煉

瓦

山

と

呼

ば

れ

、

レ

ン

ガ

や

瓦

、

陶

器

の

破

片

な

ど

が

た

く

さ

ん

発

掘

さ

れ

て

い

る

。 
 

北

海

道

の

レ

ン

ガ

造

り

は

明

治

５

年

か

ら

始

ま

っ

た

が

、

幌

内

鉄

道

敷

設

前

の

明

治

1 2
年

に

、

札

幌

と

幌

内

間

の

道

路

の

開

さ

く

工

事

で

、

江

別

と

幌

向

で

出

土

し

た

赤

土

や

青

土

で

レ

ン

ガ

が

試

作

さ

れ

て

い

る

。 
 

同

1 5
年

か

ら

月

寒

村

や

白

石

村

・

豊

平

村

（

札

幌

市

）

に

煉

瓦

工

場

が

造

ら

れ

、

幌

内

炭

鉱

や

小

樽

の

鉄

道

関

係

の

建

物

か

ら

、

幌

内

線

の

木

造

の

橋

脚

や

橋

台

、

ト

ン

ネ

ル

の

内

壁

な

ど

も

次

第

に

レ

ン

ガ

に

よ

っ

て

改

修

さ

れ

て

い

っ

た

。 
 

ま

た

、

同

3 1
年

に

は

北

炭

が

野

幌

（

江

別

市

）

に

煉

瓦

製

造

所

を

開

設

し

て

い

る

。 
 

三

笠

で

最

初

の

レ

ン

ガ

の

建

造

物

は

、

幌

内

滝

の

沢

坑

の

約

1 5
ｍ

の

煙

突

と

火

床

（

昔

は

坑

外

で

火

を

た

き

、

坑

内

の

排

気

を

引

き

出

し

た

）

が

同

1 8
年

に

造

ら

れ

て

い

る

。 
 

幌

内

本

沢

町

の

旧

炭

鉱

事

務

所

の

裏

側

に

古

い

レ

ン

ガ

の

書

庫

が

あ

っ

た

が

、

開

坑

当

時

す

ぐ

近

く

に

は

煤

田

事

務

所

が

あ

り

、

こ

の

時

代

の

建

築

で

あ

っ

た

の

か

も

知

れ

な

い

。 

▲空知集治監で造られた屋根瓦（博物館展示）


